
　

横
浜
市
の
取
組
に
つ
い
て
、
横
浜
市

都
市
整
備
局
に
直
接
確
認
し
ま
し
た
。

「
横
浜
市
に
お
け
る
鉄
道
を
軸
と
し
た
交

通
体
系
」
を
ま
と
め
、
２
０
１
４
年
２

月
17
日
に
公
表
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要

を
整
理
す
る
と
、

１
路
線
の
役
割

広
域
的
な
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

　

横
浜
と
川
崎
北
部
・
多
摩
地
区
を
結

ぶ
新
た
な
都
市
軸
が
形
成
さ
れ
る

新
幹
線
へ
の
ア
ク
セ
ス
機
能
の
強
化

　

川
崎
市
北
部
・
多
摩
地
区
な
ど
の
広

い
範
囲
か
ら
新
横
浜
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス

機
能
が
強
化
さ
れ
る

２
路
線
の

効
果

　

新
横
浜

へ
大
幅
な

時
間
短
縮

で
新
幹
線

へ
の
ア
ク

セ
ス
が
格

段
に
改

善
。
あ
ざ

み
野
～
新

百
合
ヶ
丘

間
が
、
横

浜
線
・
南

武
線
を
経

由
せ
ず
、
直
接
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
、

事
故
、
災
害
時
の
代
替
経
路
の
拡
充
。

３
路
線
の
事
業
性

　

市
営
地
下
鉄
３
号
線
の
あ
ざ
み
野
～

新
百
合
ヶ
丘
へ
の
延
伸
需
要
規
模
は
45

～
53
千
人
／
日
（
輸
送
密
度
）。
現
在

の
相
鉄
い
ず
み
野
線
と
同
規
模
で
す
。

概
算
事
業
費
は
お
お
む
ね
１
３
０
０
～

１
５
０
０
億
円
、
累
積
資
金
収
支
は
23

～
31
年
目
で
黒
字
転
換
す
る
と
試
算
。

　

広
域
的
な
交
通
利
便
性
の
向
上
が
期

待
さ
れ
る
路
線
で
あ
り
、
か
つ
事
業
と

し
て
の
採
算
性
が
比
較
的
高
い
こ
と
か

ら
、
優
先
度
の
高
い
路
線
と
す
る
。
ま

た
、
沿
線
バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
合
わ

せ
た
利
便
性
の
高
い
交
通
体
系
を
構
築

す
る
と
と
も
に
、
鉄
道
整
備
と
合
わ
せ

た
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
検
討
す
る
、

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

横
浜
市
は
２
０
１
４
年
度
予
算
に
鉄

道
計
画
検
討
調
査
費
を
３
０
０
０
万
円

計
上
。
延
伸
に
つ
い
て
の
整
備
手
法
の

検
討
や
事
業
化
に
向
け
た
基
礎
的
な
調

査
を
行
い
、
関
係
機
関
と
の
調
整
を
進

め
ま
す
。
具
体
的
に
は
土
質
調
査
や
航

空
測
量
な
ど
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
３
号

線
の
調
査
に
当
て
、
８
月
よ
り
ボ
ー
リ

ン
グ
に
よ
り
地
盤
構
成
（
横
浜
市
域
）

や
、
空
中
写
真
に
よ
る
土
地
の
現
況
等

を
着
手
し
た
の
で
す
。

【
設
問
２
】　

ル
ー
ト
確
定
に
は
今
後
も

様
々
な
調
査
検
討
が
必
要
で
す
。
現
時

点
で
の
路
線
決
定
条
件
等
の
情
報
か
ら
、

麻
生
区
内
の
ル
ー
ト
を
下
記
の
３
ル
ー

ト
と
想
定
し
て
み
ま
し
た
。
自
宅
か
ら

近
く
、
便
が
良
く
な
る
か
ら
と
い
う
視

点
の
み
で
は
な
く
、
沿
線
の
開
発
（
再

開
発
）、乗
降
客
の
安
定
的
な
確
保
な
ど
、

麻
生
区
の
こ
れ
か
ら
の
発
展
と
い
う
視

点
に
立
っ
た
と
き
、
ど
の
路
線
が
良
い

と
考
え
ま
す
か
？

　
（
９
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
中
央

　

ル
ー
ト
」
を
「
最
短
ル
ー
ト
」
と
表

　

記
し
ま
し
た
が
表
現
を
改
め
ま
す
）
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約束・実現の
　　行・動・宣・言

ホームページ、SNSでも情報発信しています
●ホームページ「あまがさ　川崎市」で検索
　http://www.e-amagasa.net 
● Facebook　「雨笠裕治」で検索
● Twiiter　「@amagasayuji」で検索
●メールでご意見もお寄せください。amagasa-@khaki.plala.or.jp

区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
中
間
報
告

　

９
月
か
ら
麻
生
区
内
全
域
で
独
自
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

【
設
問
４
】
選
択
し
た
ル
ー

ト
上
に
駅
を
も
う
１
か
所
駅

を
建
設
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
場
所
を
想
定

さ
れ
ま
す
か
？

　

設
問
４
の
「
途
中
駅
を
ど

こ
に
想
定
す
る
か
」
と
い
う

こ
と
が
、
設
問
２
の
ル
ー
ト

選
択
の
判
断
に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
「
中
央
ル
ー
ト
」
を
選
択

し
た
人
は
「
日
本
映
画
大
学

南
」「
琴
平
下
」、「
南
ル
ー
ト
」

を
選
択
し
た
人
は
「
新
大
谷
」

「
北
ル
ー
ト
」
を
選
択
し
た

人
は
「
田
園
調
布
大
学
前
」

「
生
田
南
郵
便
局
前
」、
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
麻
生
区

の
発
展
の
視
点
に
た
っ
て

途
中
駅
を
想
定
し
、
利
便

性
、
経
済
効
果
な
ど
を
検
証

す
る
フ
ィ
ジ
ビ
リ
テ
ィ
・
ス

タ
デ
ィ
ー
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
現
可
能
性
を
事
前
に
調

査
・
検
討
す
る
こ
と
で
、「
実

行
可
能
性
調
査
」）
を
、
早

急
に
進
め
、
路
線
決
定
を
し

て
行
く
べ
き
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。

途中駅を想定し、利便性、
　経済効果を検証する実現可能調査を

市
営
地
下
鉄
３
号
線
延
伸
計
画
の
概
要

中央ルート
52.9％南ルート

20.8％

北ルート
20.0％

あざみ野

すすき野王禅寺口

日吉ノ辻

吹込 尻手黒川線

世田
谷町
田線

小
田
急
線

柿生

新百合ヶ丘

たまプラーザ

新大谷10.4%
琴平下4.6%

日本映画大学南13.1%

生田南郵便局前2.5%

田園調布大学前7.1%

北ルート
南ルート

中央ルート

20.0％

20.8％

52.9％

※各ルートの構成比は各ルートの選択者総数との割合

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

日本映画大学南 68 13.1% 1 1.0% 65 23.6% 2 1.9%

琴平下 24 4.6% 0 0.0% 23 8.4% 1 0.9%

新大谷 54 10.4% 0 0.0% 0 0.0% 54 50.0%

生田南郵便局前 13 2.5% 13 12.5% 0 0.0% 0 0.0%

田園調布大学前 37 7.1% 33 31.7% 3 1.1% 1 0.9%

選択項目
総計 北ルート 中央ルート 南ルート

住んでいる
住んでいない

45.8％

49.0％

　
「
中
央
ル
ー
ト
」
は
途
中
、
白
山
の
グ

リ
ー
ン
タ
ウ
ン
を
通
り
、
最
短
で
結
び

ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
住
宅
地
の
中
を
通

る
の
で
、
権
利
関
係
の
調
整
が
問
題
に

な
る
可
能
性
も
残
り
ま
す
。

　
「
北
ル
ー
ト
」
は
こ
れ
ま
で
の
川
崎
市

縦
貫
高
速
鉄
道
で
も
想
定
さ
れ
て
い
た

駅
位
置
を
通
る
も
の
で
す
。

　
「
南
ル
ー
ト
」
は
早
野
か
ら
新
大
谷
は

居
住
者
が
少
な
い
エ
リ
ア
を
通
り
、
新

大
谷
か
ら
真
福
寺
を
経
由
し
新
百
合
ヶ

丘
へ
は
「
10
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
路
幅

を
持
つ
公
道
の
、
深
度
は
地
下
10
メ
ー

ト
ル
よ
り
深
い
部
分
を
通
過
す
る
」
と

い
う
路
線
決
定
の
基
本
に
適
合
す
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

ル
ー
ト
を
選
択
し
た
理
由
を
、
記
述

回
答
で
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

次
回
の
報
告
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
設
問
５
】
あ
な
た
は
３
ル
ー
ト
の
範
囲

に
お
住
ま
い
で
す
か
？ 

　

想
定
３
ル
ー
ト
内
だ
け
で
な
く
、
麻

生
区
全
域
か
ら
多
く
の
回
答
を
い
た
だ

き
、
皆
さ
ん
の
関
心
の
高
さ
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

【
設
問
５
の
１
】(

設
問
５
で
「
住
ん
で

い
る
」
と
答
え
た
方
に
う
か
が
い
ま
す
）

　

調
査
に
基
づ
き
、
十
分
な
騒
音
振
動

対
策
が
施
さ
れ
れ
ば
、
ご
自
分
の
敷
地

の
下
を
通
過
す
る
こ
と
を
ど
う
思
い
ま

す
か
。

　

自
分
の
敷
地
の
下
を
通
過
す
る
こ
と

に
つ
い
て
聞
い
て
い
ま
す
が
、
推
進
に

「
反
対
」（
全
体
の
５
・
６
％
）
の
方
の

半
数
は
、
自
分
の
敷
地
の
下
を
通
過
す

る
こ
と
を
「
承
諾
し
な
い
」（
全
体
の

２
・
６
％
。
エ
リ
ア
内
居
住
者
で
は
９
・

６
％
）
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

敷
地
内
の
下
を
通
る
こ
と
を
承
諾
し

な
い
方
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
ル
ー

ト
決
定
を
進
め
る
上
で
、
十
分
に
配
慮

す
る
必
要
が
あ
る
点
だ
と
考
え
ま
す
。

承諾する

どちらとも

承諾しない

78.1％

11.8％

9.6％

調査の概要
調査方法：アンケートを掲載した麻生通信（平成
26年第３号）を、麻生区内に５万４千枚を個別
ポスティングで配布。郵送と FAXで返信。
調査時期：平成26年９月〜
有効回答：520通（平成26年 11月 20日まで）

【お願い】
　１人でも多くの方の意見をうかがいた
いと考え、調査を継続しています。まだ
回答をしていないという方には調査票を
お送りしますので、住所、氏名を FAX、
メールなどでお知らせください。


